A Historical Outlook of Công Diên System in Vietnam by 鶴嶋 雪嶺 & Tsurushima Setsurei
ヴェトナム公田制度の歴史的概観 : ヴェトナムに
おける農業制度と農業の発展(?)
著者 鶴嶋 雪嶺
雑誌名 關西大學經済論集
巻 18
号 2
ページ 145-155
発行年 1968-06-20
その他のタイトル A Historical Outlook of Cong Dien System in
Vietnam
URL http://hdl.handle.net/10112/15213
145 
論文
ヴェトナム公田制度の歴史的概観
—ーヴェトナムにおける農業制度と農業の発展 (Il) -
鶴嶋雪嶺
マルクスは，エンゲルスにあてた1953年6月2日付の手紙で， F・ベルニエ
のモガル帝国に関する記述を引用しながら， 「ベルニエが東方の一かれはト
ルコ，ペルシア，ヒンドウスクンのことをいっているのだが一ーすべての現象
の基礎形態を，私的土地所有の存在しなかったことのうちに見いだしているの
は正当だ。これが東洋の天国にいたる現実の鍵である」1)と書いている。マル
クスが東洋の天国にいたる鍵と考えた私的土地所有の欠除にたいする関心は，
やがて「資本主義的生産に先行する諸形態」2)の考察をへて，『資本論』でイン
ドの「太古的な小共同体」についてやや詳しくふれたところでは，これをアジ
ア的生産様式の基礎をなすものであると把えて， 「絶えず同じ形態で再生産さ
れ，ときに破壊されることがあっても同じ場所に同じ名称で再建されるこれら
の自足的な共同体の，単純な生産的有機体は，アジア的諸国家の絶え間なき崩
壊と再建及び休みなき王朝の交替とに対して著しい対照をなすアジア的社会の
不変性の秘密を解く鍵を与える」3)とのべている。
この共同体の上に停滞したままで閉じこめられたアジア社会に，ヨーロッパ
帝国主義が市場を求めて侵入した時，経済的に発展した社会との接触によらて
この共同体はどのような変化をとげるのであろうか。このことについて，マル
クスは，次のようにのべている。
「イギリスは，インドで二重の使命を果さなければならない。 :...0は破壊
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の使命であり，一つは再生の使命である。ー一古いアジア社会を滅ぽすこと
と，西欧的社会の物質的基礎をアジアにすえることである。……大ブリテン
そのもので産業プロレタリアートが現在の支配階級にとってかわるか，ある
いはインド人自身が強くなってイギリスのくびきをすっかりなげすてるか，
このどちらかになるまでは，インド人は，イギリスのブルジョアジーが彼ら
のあいだに播いてくれた新しい社会の諸要素の果実を，取り入れることはな
いであろう。」 4)
帝国主義の植民地支配は，旧来の社会の破壊と，これにヨーロッパ的社会の
物質的基礎をすえることとの二重の使命を果さなければならないというのであ
る。
ヴェトナムにおいても，フランスが侵入してきた19世紀中葉ごろ，村落公有
地たる公田・公土 CongDien, Cong Thoと私民田土 Tu-Dun-Dien-Tho
は，国土の大きな部分を占めており，村落はこの公有地を基礎にきわめて閉鎖
的な社会をなしていた。公田・公土とは，元来アンナン王朝によって地租の納
付と開拓を条件に永久的使用収益を村落にまかされた土地であり，私民田土と
は村落の蓄財で買取るかまたは個人の寄贈によって村落がその所有権をもつよ
うになった水田・宅地である。
この村落公有地が旧いヴェトナム社会でどのような役割を果し，フランスの
侵入によってどのように取扱われたかを概観してみよう。
1)岩波文庫版『マルクス＝エンゲルス往復書簡」 73~74ペー ジ。
2) "Formen, die der kapitalistischen Produktion verhergehen (iiber ProzeB, 
der Bildung des Kapital verhaltnisses oder der urspriinglichen Akkumu-
lation vorhergeht) " Grundrisse der Kritik der politischen Okonomomie, 
Dietz Verlag Berlin 1953, p. 375~413. 
3)岩波文庫版『資本論』国83~85ペー ジ
4)大月書店『マルクス＝ェンゲルス全集』 (9)213~216ペー ジ。
ヴ・ヴァン・イエンは， 『仏印における公田制度の研究』の序説において，
ヴェトナムの公田制度について，民族的誇りをこめて，次のようにのべてい
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る。
「吾々は安南の凡ての諸制度の中において，征服者たる支那人との10世紀
以上に亘る接触によって，最も変化を蒙らなかった制度は村落組織であると
主張する論拠を有する。孔子の弟子達によって羨望の的として賞揚された井
田の土地共有制が，わが国の学者の思想上に及ぽした影響，又歴史時代にわ
が国の政治に及ぽした影響の極めて大きかったことは何人も否定し得ない。
しかし，そのことから，安南国における最初の土地共有制が，支那において行
なわれていた土地法規から古代において，或いは今世紀により近い時期にお
いて，伝来したものであると結論することは，両民族の歴史を吟味してもま
た，事実を視察しても共に正当と認め得ざる仮設に立脚するものである。」5)
ヴ・ヴァン・イエンがヴェトナム個来のものであると主張するこの公田が作
られたのは， 陳の太宗 TranThai Ton (1225~1258年）の頃といわれる 6)。
大宗は，建中 4年 (1228年）に人口調査を行ない，天応正平 (1242年）に土地所
有者に銭と現物を課し，非土地所有者には地租を免じたが，この時期に公田が
作られ，ほとんどの農民が公田制度にくみ入れられたといわれる。公田制度は
陳朝の財政的基礎をなし，黎削は「安南史略」に「公田則以歳入。民歳例納身
役銭。及賀正月七日。節料魚米参用」と記している。公田は田庫田と祈刀田と
呼ばれる賞賜田にわかれ，それぞれ3級にわけて，田庫田は甲 6石8斗，乙 4
石，丙 3石，賞賜田は甲毎畝 1石，乙 3畝に 1石，丙 4畝に 1石の租税が課せ
られた。公田は肥沃な土地にあり，民田は荒蕪地に存在し，民田は毎畝3升が
課せられた。
公田制は，陳朝を纂奪した黎朝によっても受けつがれ，拡大されるが，中国
明朝の永楽帝による侵略 (1406年）支配と， 明の宣宗の時代におけるその支配
にたいする独立戦争の勝利 (1427年）をへて大越国が建国されると， 登録住民
の支払う住民税とともに国家財政の規則的な財源を保証するものとして，人口
と可耕地面積の一般的調査 (142炉ヽ 29年）の上に，非常に整備したものとして行
なわれることになった。
?
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黎朝の土地制度は，二つに大別できる。土地の一般的分割すなわち小規模私
有地の形成と公田のような村落惣有地に関するものである。
土地の一般的分割では，全住民が一様にその受益者であった。すなわち，高
位顕官はもちろん，老人，孤児，寡夫，寡婦，幼児および妻にいたるまで，各
人その分割を受けたのである。この土地の一般的分割のために，それに先だっ
て，大地主の土地の一般的収公の行なわれたことは確実だが，政府がその国有
荒蕪地以外に前王朝と親籍関係がある有力な家族あるいは征服者だった明人と
姻戚関係にありそのため黎朝確立以来分散していた家族の所有地を自由に処分
できたとも考えられている。
この小規模私有地の形成とともに，村落間に公有地の再分割が行なわれた。
この村落間の公有地の分割のために，地方政庁にたいし，村落の土地の一部を
取上げる権限が与えられた。そして，人口密度が低くてその土地をことごとく
作付しきれない村の土地の一部を取上げて，その面積が人口に比べて狭ま過ぎ
る村に託することが行なわれた。この村に託された土地は村内で定期的に分割
された。この村民間の土地の分割は4年毎に行なわれたが，この期間内に土地
の分割を受けた者が死んでその遺族がなかったり，あるいは土地の分割を受け
た者がその権利を失ったりしたばあいには，その土地は，最近の割当目録の確
定後にその権利を得た村民に充用されたが，政府がこれを取上げて他の村落の
新しい登録住民に託することができた。
このように，村々に割当てられた公有地はまったく一時的な資格で給付され
たにすぎなかったのであり，また，割当後においても，これら公有地は，全国
を通じて，土地の作付と登録住民の力の安定を維持するために国家が自由に処
分できる一種独得の土地所有形態となっていたのである。
公田に関する村の権利を修正することは， 当時においては困難ではなかっ
た。というのは，国に属する自由な土地がなお相当多かったので，分割の更新
に際してその土地の一部を失った村に普通の官田 quan-dienで補償すること
ができたからである。
・4 
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このような後黎朝の初期の村落共同地を法律的にみれば，法の明文でもっ
て，一時的に住民に認められていた用益権と，帝王が所持しており，そして，
それだけが永久的であり；かつ処分権の認められた所有権との混同を禁じてい
たのである。国家が公田の管理にまで千渉したのは，所有権者であると同時に
公的権力の保持者としてだったのである。
-この公田に関する法令の規定でまず注目しなければならないのは，その売買
および質入抵当の禁止である。公田は，黎令第341条の規定によって，売買も
質入抵当もできないことになっており，これに反する一切の契約は無効とされ
た。もしそれが売却されたばあいには，土地の返還とともに売手の収得した代
金の返還が求められた。また，役人であろうと私人であろうと公田を僣奪する
ことは厳禁されており，もしそれが僣奪されたばあいには取戻の請求は常に可
能であり，しかも収穫物の価値は没収されることになっていた （黎令第342条，
第371条）。この公田の僣奪・売却に関する一般的な規定は，とくに授給地を受
ける登録住民にも適用されたのであって，法令は「個々の授給地の名儀をもっ
て班給された土地や水田は私的に売却も譲渡もしてはならない」 （第371条）と
明記じており，しかも，この規定には相続にもとづく一切の移転の禁止も包含
されていたのである。
次に，村落共同地の定期分割の規定がある。公田の定期分割にたいする異議
の申立を防ぐために，この分割は規定によってなされなければならないとされ
た。その分割の主要規定としては，まず第一に，分割を受ける一般的資格として
は， 15オ以上の総ての登録住民とされ・ていることがある（第384条，第386条）。しか
し，この登録住民は誰でも同一の権利をもっているのではなく，村落の登録簿
における古参順序，教育程度，＇職能などによって区別され，土地の分割にあた
って社会的階層制が考慮に入れられていた（第342条，第371条）。次に，公田の
享有について規定以上の授給地を襲断する者にたいする制裁が規定されていた
（第342条）。そして，定期的分割の周期は，すでに記したように， 4年とされ
ていたo・
?
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最後に，授給地の維持条件とその使用権の喪失に関する規定をみよう。授給
地すなわち口分 khau-phanを受けた者は公倉に法令の規定した期間内に穀
物で租税を納めなければならないという条件が規定されていた。そしてその納
入が著しく遅滞したばあいには，単なる遅滞者の受ける一定の刑罰のほかに彼
等の享有地の10分の 1を失わなければならないこととされていた（第346条）。
これにたいして，口分としての授給地を耕作せずに荒蕪のままに放置したばあ
いには，その授給地全部の使用権を失うこととなっていた。これは，公田が租
税の反対給付としてだけ住民に使用を許されていたのではなく，‘授給地の作付
耕作が重視されていたことを物語るものである。さらに，口分は，有罪判決に
よって罷免された役人など罪過を犯した人からも取上げられた（第346条）。最
後に，それぞれの地方において，役人は，すべての口分地が耕作されているか
どうか，そして，放棄されているばあいには直ちに他の住民に班給されている
かどうかを監督する任務が課せられ，その任務を怠ったばあいには行政上の制
裁が規定されていた。
このような後黎朝初期に成文化され，確立された土地制度は，村落共同地に
たいする国家の権利の優越性を決定的にうちたてた。そして，この公田制の維
持が最も重要な政策となった。 仁宗 NhanTonが大和 6年 (1448年）に官民
に公田を園地にしないように指令したり， 聖宗 ThanTonが光順8年 (1467
年）に藍山の公田が私有地となっていたのを戸部尚書やタンホア承政使を遣し
て公田として功臣に給したりしたのは，いずれも，国庫の重要な財源たる公田
を維持する努力の現われである。
しかし，このように後黎朝初期に整備された公田制も，後黎朝の衰微ととも
に崩れてくる。とくに莫登庸の反乱後は，国家権力の衰亡のために人口調査が
できないところから，公田制は有名無実になった。一方では私田が増加した。
他方では，村落が国の統治から離れて独立するようになった。 1664年には人名
簿の作成が村落にゆだねられたので，公田の管理はなお中央政府の代表者の監
督下に行なわれることになっていたが，村落にたいする国の統制はおよばなく
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なり，地方慣習が法律の周りに成立するようになった。
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裕宗 DuTonが永徳7年 (1711年）に行った改革は，国家権力の村落にたい
する統制が弱くなってしまった情況に妥協しながら，公田制の回復をはかろう
とするものである。そこでは，まず，小作地（佃種 chang-chai)ないし大私有
地の創設が禁止される。既存の大私有地は廃止される。公田に関する法規が復
活する。すなわち，公田の譲渡，質入，不法取得が禁止され，強制的な定期的
分割は特別の官吏の監督下に登録民の社会的，階層を考慮して行なわれること
になった。さらに，分配の行政上の方式，行政上の種々の事務に割当てる官吏
数，徴収のために付与される権限にいたるまでこまごまと規定されているが，
この詳細な手続まではっきりと規定したのは，役人の職権濫用を防止し，また
国家の威信を村落の内部に再興するためだったのである。しかし，この改革
は，次の諸点で村落にたいする譲歩を含んでいた。まず，割替の周期が 6年に
のばされた。つぎに，口分の使用収益を許容する年令は， 18オから20オの間で
村落が決定できることとなった。そして，村落は，割替の方法については，村
‘落固有の慣習に従・うことが許され，その分配が全村民について行なわれないこ
とさえも認められた。さらに，村落の居住地の売却が一般的な慣習になっ・てい
るところでは，不可譲渡性の法規に例外が認められることとなった。このよう
な妥協の結果，公田の管理は村落の自治にゆだねられるところが多くなった。
そして， 1732年には，村長の任命に関する規定も破れ，その選出は村民の手に
帰し，村落の力はますます強められることとなってしまった。
公田の掌握の弱化は国庫収入の減少につながる。そこで，中央権力のおよぶ
ところで租税を多くしなければならない。 1722年と1742年における臨時人頭税
の賦課， 1722年， 1728年， 1740年， 1764年における地租の引上げは，公田にた
いする掌握力を失った後黎朝にとってむしろ必然的であったといえよう。
1741年には，耕作者にたいして，その収穫物のうち家族の生存に必要なだけ
を残して全収穫を国家に売渡す義務が課せられることとなり， 1751年には米の
流通税が免除され，さらに1753年， 1756年には軍隊の労働力による未墾地の開
7 
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墾が行なわれた。この過重な負担にたえかねて農民の離村が続き，公田の耕作
面稼はさらに減少する。一方，直接村落の管理にあたる少数の村の有力者や長
老，官人達による土地の買占めが進んだ。玩王朝が成立 (1802年）すると，嘉隆
帝 GiaLong Tonは，コーチシナ各地の地図をつくらせ，民籍と租税の原薄
を検し，公田制のための勅令を公布した。すなわち， 1803年には， 「公田土地
売買禁止令」で公田の譲渡と抵当を再び禁止し， 1804年の「均給公田土例」は
定期分割に関するものであった。さらに1809年には「隠漏田土押徴例」を出し
て耕地を隠すことを禁止してその制度を完成しようとした。嘉隆帝を継いだ明
命帝 Minh-MangTonも， 嘉隆帝の政策を継承して， 1820年にばコーチシ
ナを対象に「南折田土税法」を発布した。
この玩王朝の公田制は，黎王朝のものと比較すると，きわめて単純化されて
いる。原則も少なく全国画ー的なものであった。それだけ法律の適用範囲は制
限され，村落の慣習がそれまで法律によって律された多くの事件を律すること
となった。村落は，公田の管理に非常に多くの権限をもった。とくに，人名簿
の作成，分前の決定，その授与などを主として指揮する者が村落の長老達自身
なの9で，なおさらであった。中央政府の役割は，単に公田に関する法規を遵守
させることに限られてしまったのである。
しかし，このような玩王朝の法令も，強大化する村落の力と，村落内におけ
る長老の強力化のために，さらにいっそうの譲歩をせまられることになった。
1803年に公布された公田の不可譲渡性に関する法令は，紹治4年 (1844年），嗣
徳 8年 (1855年）の勅令で取消され， 1855年には不可譲渡性に特例を設けるこ
とになった。すなわち， 1803年以前に売却された公田ですでに庭園に転形さ
れ，そこに家屋が建築されていたものは，村落がその買手にたいして正当な代
価を払って買戻さないかぎりその土地の所有権は買手のものとなった。そし
て， 1803年の勅令も， 1837年と1840年に取消されなければならなかった。
このように， 19世紀にいたる公田の歴史は，国家のこれにたいする権限が後
退してこれに代って村落の自治が確立してゆく過程である。しかし，この公田
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にたいする村落の自治の確立過程は，同時に，村落を支配する長老が公田の僣
取や酸権濫用を強める過程すなわち村落内における農民層の分化，分解過程で
もあったのである。
フランスがヴェトナムに侵入して，まず行なわなければならなかったのは，
旧来の法律銀念の変革であった。ヴェトナムの土地はすべてアンナン王に属
し，皇帝は土地の至高権 ledonaine eminentを保持し， 所有者は単に土地
の用益権 ledomaine utileを付与されているにすぎないという伝統的道徳律
を打破り，土地所有の自由を確認させる必要があった。そこで，フランス政府
の勧告によって， 同慶帝 Don-Khanh3 年 (188~年）の勅令が出され， 市民
citoyenとフランス保護民 proteyesfran<=aisがトンキンにおいて，フラン
ス法にしたがって，不動産を所有する権利が認められたのである。ついで，未
耕地におよんでいる村落の土地所有を崩すことが必要であった。フランスの農
業植民政策が，入植者と村落との紛争を通じて，村落の権利が一見自由で個人
にコンセッションとして譲渡できるかにみえる未耕地の上に予想外におよんで
いることを思いしらされたからである。
フランスの支配が安定するまでは，伝統的な公田制度を尊重するかのような
装いをとっていたが，一応安定する1900年以後においては，村落にたいする干
渉政策が相次いでとられることになる。
まず,・1903年には，それまで存在していた村落の公有地について，一定の条
件のもとにおいては，譲渡， 時効が認められることとされた (Arretelocal du 
29 juillet 1903)。
ついで，村落が未墾地を開墾して公有地を増やすことが奨励されなくなり，
フランス入植者が土地を確保することが容易にされる。すなわち， 1910年のヨ
ーロッパ人コンセッション制度に関する改革案では， 「その人口増加にたいし
て保畜地を主張する村落は，当該村落によって耕作されている面積と同面積の
追加的保留地を， 10年の期限をもって開拓する条件付でのみ得ることができ
る。これに反するばあいは該追加保留地は譲渡可能になる」という一条が準備， 
-~ 一・-一.--., -------―-- - --·-—←．・← -一—•一・―
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されていた。そして， 1913年総監令， 1914年地方令によって，村落は共通法の
もとにおかれ，特別の配慮がなされなくなる。
、さらに，啓定帝 Kha~-Dinh Ton 8年 (1923年）には， 村落公有地にたいし
てはっきりと分割を促進する王室令が出される。すなわち啓定8年の第 1日
(1923年2月8日）に占有されており， かつ少なくとも 20年間継続的に，明白
に，公然と所有者の資格において確実に占有されていた村落公有地は，すべて
主務官庁の裁決によって，完全な所有権がその土地の占有者に帰属せしめられ
る。また，占有地に煉瓦または瓦造の家屋が建築されていたばあい，および藁
造りまたは壁土の一時的な建造物しか存在しないばあいでもその占有が売買に
もとづくものないしは啓定8年の第 1日以前における郷職会議 Conseildes 
notablesの許可にもとづくばあいには， 時効取扱の期限は 20年以下となりう
る。さらに，この村落公有地の占有者への帰属は，省長官により職権をもって
裁判所に主張されるというのである。すなわち，村落公有地の占有者は，自ら
訴訟を起こす必要もなく，その所有権を取得することができたのである。
このような私的土地所有の確認と村落公有地にたいする政策は，公有地を急
速に分解させた。農民が沖積土に殺到して，フランス人，入植者，政府高官ら
によって公有地は捨値で買いあおられて，デルタ地帯には投機者があふれたと
伝えられ， 1930年頃には，公田は， トンキン，アンナンでそれぞれ全耕地の23
形と25形を残すのみとなった。
このような村落公有地の分解にたいして，なお村落共同体的結合の中に閉じ
こめられている農民からの反撃が生じたのは，むしろ当然のことといえよう。
1901年頃約11,700ヘクタールの開墾を行ったコ｀ベール・コンセッションの農民
闘争においては，政府はついてコンセッションを買いもどして，旧耕地の返還
を申請した村落にその土地を分配するために，やむなく予備金から 2.5万ヒ°ア
ストルを控除しなければならなかった。そして，米田を受けとったこれらの村
落は，この政府の前貸を種々の収穫物で年賦償還で返すことになっていたが，
いろいろの口実をもうけてこの償還を打ち切ってしまった。
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そこで，村落公有地の分解を阻止し，できるだけ村落公有地を維持する政策
へ転換が行なわれる。
まず1928年には，地方長官は「伝統的慣習や現行法規に準拠して 500ヘクタ
ール未満の村落共同コンセッションを付与することができるようになり，その
翌年には，この不可譲財産として村落に付与されたコンセッションは租税の対
象から外されることとなった。 • 
また， 1930年には，投機業者の殺到した海岸州に関して，すべてこれらの土
地は公田・公土として要求者たる村落に村落の登録民が割替の際にもとからの
公有地の分も含んでそれぞれ3モウ以上の用益権を越えない限度内において付
与することとなった。
5) Vu Van Hien, La propriete communale au Tonkin, 1940, 中込武雄，大橋宣
三訳『仏印における公田制度の研究一村落共有地の法律的，社会的，経済的研究』昭
和19年， 7~8ページ
6)公田制度に関する文献について， 久保田明光氏は「仏領印度支那における公田
(Cong Dien)制に就いて」（『国際経済研究」昭和17年2月号）で正確な文献は15世
紀以前にさかのぼることが困難であるとのべていたが，同年に出された「安南におけ
る公田制の歴史的回顧」-(『社会経済史学』 12巻4号）においては， Vu Van Hien, 
La propriete communale au Tonkin, 1940にもとづいて， 13世紀初頭ないしそれ
以前の公田についてふれてしヽる。佐藤三郎治『仏領印度支那ー南方経済叢書第三巻』
昭和17年および最近出された菊池一雅『ベトナムの農民J昭和41年は，黎崩『安南地
誌』などについて13世紀の陳朝の公田制度についてのべている。ここでは陳朝のもの
は主として落池氏に，後黎朝以後は VuVan Hienのものによった。
ベトナムの村落および公田制の研究としては，ヴー・ヴァン・イエンのもののほかに，
すでに指摘したグルーをはじめとするフランス地理学者の村落の研究と下記の公田制
の研究がある。
Andre Dureteste, Cours de Droit de L'Indochine, Paris, 1938, J.P. Gittinger, 
Studies on Land Tenure in Vietnam, Saigon, 1959また，現在ベトナムにおい
て，ウィット・フォーゲルをめぐるわが国のアジア的生産様式論争をふりかえりなが
らアジア的生産様式の研究が進められている。これらの検討を次稿の課題としたい。
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